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1．はじめに
A群ロタウイルス（ARV），C群ロタウイルス（CRV），

及びノロウイルス（NoV），サポウイルス（SV），アストロ

ウイルス（AstV）等の小型球形ウイルス（SRSV）は感染性

胃腸炎の主原因ウイルスであり，毎年多くの患者が発生

している 1）。したがって，これらのウイルスの流行状況

を解明することは予防対策上不可欠である。

AからG群に分類されるロタウイルスのうち，ARVに

ついては酵素抗体（ELISA）法，逆受身赤血球凝集反応

（RPHA）法，ラテックス凝集反応（Lx_Ag）法等の市販試

薬により検査が行われているが，近年，簡便な検査法の

ない血清型であるG9型 2）や，市販試薬による検出率が

低下している血清型であるG3型 3）が増加し，検査法を

検討する必要がある。

また，CRVについては日本各地で集団胃腸炎の報告が

なされ，公衆衛生上の問題点となっていた 4）～ 14）が，簡

便な検査法がなかったため，我々はモノクローナル抗体

（MAb）を用いた検査法（ELISA法，RPHA法及びLx_Ag

法）を開発した 15），16）が，これらの検査法で検出不可能な

CRVの出現を監視する必要がある。

さらに，NoV，SV，AstV等のSRSVは感染性胃腸炎

の主原因ウイルスであり，これらのウイルスの流行状況

を解明することは予防対策上不可欠であるが，電子顕微

鏡（EM）法で検出され，PCR法で同定不能なSRSV陽性

検体について検査法を検討する必要がある。

以上により，本年度は 2009年 4月～ 20010年 3月に散

発した感染性胃腸炎患者の糞便について，ロタウイルス

（RV），アデノウイルス（ADV）及びSRSV様粒子を検出

するためEM法によるウイルス検索を行った。これによ

り，ウイルスの流行状況を把握するとともに，SRSV様
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要　　旨

ウイルス性胃腸炎及びウイルス性食中毒の主要な原因ウイルスのうち，小型球形ウイルス（SRSV）の検査法改良のた

めの研究を行い，以下の結果を得た。①： 2009年度採取の患者糞便（散発 371件）について電子顕微鏡（EM）法によるウ

イルス検索を行ったところ，ロタウイルス様粒子が63件，アデノウイルス様粒子が2件，SRSV様粒子が18件観察され

た。②：2001年4月～2008年3月採取の散発患者糞便についてEM法でSRSV様粒子が観察され，PCR法でノロウイル

ス，サポウイルス，アストロウイルスが陰性の 11件について低速遠心法によるEM観察を行い，3件でSRSV様粒子塊

が観察されたので，これらについて同定，確認をするための検査法を検討する必要がある。
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粒子が観察された検体については，PCR法により同定不

能な検体を検索するための検査材料とする。

さらに，電子顕微鏡で観察されるSRSV様粒子は，粒

子数が少ない場合，夾雑物との判別が困難であるため，

低速遠心法によるウイルス性粒子塊のEM観察を行った。

2．材料と方法
（1）EM法によるウイルス検索

2009年4月～20010年3月に岡山地区（岡山赤十字病

院，独立行政法人国立病院機構　岡山医療センター）及

び玉野地区（のうの小児科）の感染性胃腸炎患者各々52

名，304名及び15名，合計371名から糞便を採取した。

RV，ADV及びSRSVのEM法による検索は既報と

同様にネガティブ染色法で行った 17）。

（2）低速遠心法によるウイルス粒子塊のEM観察

2001年4月～2008年3月に岡山赤十字病院，独立行

政法人国立病院機構　岡山医療センター及びのうの小

児科で採取した散発患者糞便のうち，EMでSRSV様

粒子が観察された検体（粒子数が30個/メッシュ程度以

上のもの）のうち，既報 1）のPCR法でNoV，SV，AstV

が検出されなかった糞便 11件について，既報 18），19）の

低速遠心法によるウイルス粒子塊のEM観察を行った。

3．結果
（1）患者発生状況

岡山県感染症発生動向調査事業に基づく，2009年度

における岡山県の感染性胃腸炎の週別発生状況は図 1

に示すとおりであった。感染性胃腸炎の定点当たり患

者数は第 2週（1月）に急増し，第 4週（1月）にはピーク

の19.91名に達し，2009年度で最多となった。第8週（2

月）以後は漸減傾向となっている。

（2）散発患者からのウイルス検出状況

表 1に示すとおり，合計 371件の散発患者糞便より

RV63件（17 .0％），ADV2件（0 .5％），SRSV18件

（4.9％），合計83件（22.4％）のウイルス様粒子がEM法

により観察された。

月別ウイルス検出状況は表 1に示すとおり，RVは

2009年 4，5月，20010年 2，3月に多く検出された。

ADVは2009年5月，20010年3月に検出された。SRSV

は 2009年 4～ 6，9，10月と 2009年 12月～ 20010年 3

月に検出され，2010年 1月に特に多く検出された。

（3）低速遠心法によるウイルス粒子塊のEM観察

NoV，SV，AstV用PCR法で同定できなかった糞便

11件について，低速遠心法によるウイルス粒子塊の

EM観察を行ったところ，SRSV様粒子 3件，RV様粒

子とADV様粒子各1件が観察された。

図１　感染性胃腸炎の発生状況
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4．考察
冬期を中心とするウイルス性胃腸炎患者の発生ピーク

は 12月をピークとするSRSVと 2，3月をピークとして

発生するARVにより，二峰性の発生曲線を持つ傾向が

指摘されている 20）が，2009年度冬期の感染性胃腸炎患

者の発生パターンは，標準的な二峰性の発生パターンと

は異なり，一峰（第4週：定点当たり患者数19.91名）のみ

で高いピークを示した（図 1）。2008年度冬期も明瞭な二

峰性の発生パターンを示さなかった 19）が，2008年度に

は 12月中に患者数の急激な増加が見られたのに対し，

2009年度では12月までは患者数の増大が見られず，過去

の流行状況とは大きく異なっていた。このことは，10～

12月に新型インフルエンザの大きな流行があった（岡山

県感染症発生動向調査事業）ことと関連している可能性が

あると考えられる。

ウイルス検出状況では，SRSVは 1月に特に多く検出

され，RVは 4，5月及び翌年 2，3月に多く検出された。

SRSVの検出状況は患者発生状況と一致する状況であっ

たが，RVの検出状況は患者発生状況とは異なっていた。

EM観察でSRSV様粒子が観察された検体については，

今後，さらに，NoV，SV，AstVの同定を行い，同定不

能な検体については，同定法を検討するための検査材料

として収集していく必要がある。また，これらの検体に

ついては培養細胞によるウイルス培養を試みる必要があ

り，ウイルスの培養が可能な場合は，エンテロウイルス

等の可能性を検討する必要があると思われる。

また，培養不可能なSRSV検体については，さらに多

くの検体をEM観察することにより，形態的特徴に基づ

いた分類を行い，各分類の代表的な検体に対してMAb

を用いた検出法やPCR法による検出法等を検討する必要

があると考えられる。
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